
【災害・避難カード】

土砂災害 ・ 水害 例

いつ

・大型台風の接近
・長雨後の大雨警報
・指定避難所の開設
・避難情報の発令

どこへ

・指定避難所
・親戚、知人の家
・自宅（階上等）
・一時避難所

どの
ように

・自家用車
・自転車
・徒歩
・支援を受ける

【緊急連絡先】

相手先 電話番号

※ 上のフローは内閣府・消防庁の「避難の理解力向上キャンペーン」資料の内容です。

「警戒レベル〇が出たら～」は避難行動「いつ・どこへ」の一例になります。

※ 避難情報の警戒レベル３は「高齢者等避難」を、警戒レベル４は「避難指示」を表します。

避難情報については裏面を参照してください。

「自らの命は自らが守る」意識を持ち、
適切な避難等安全行動をとりましょう

◆災害時には危険な場所にいる人は避難することが原則です。
避難とは「難」を「避」けること。安全な場所や建物にいる
人まで立退き避難の必要はありません。

◆風水害では事前に気象情報等を入手できるので、安全行動
をあらかじめ考えたり相談しておくことができます。

◆夜間や豪雨時、浸水してからの屋外移動は危険ですので、早
めの避難を心がけてください。安全な親戚・知人宅や宿泊施
設に避難することも考えてみましょう。

◆左の判定フローや裏面の内容を参照し、風水害における避難
等安全行動を下記に想定しておきましょう。



《風水害における避難行動について》
Ｑ 避難するまでに大雨になった場合はどうしたらいいですか。
Ａ 無理な外出は危険なので、山、川と反対側の階上の部屋で過ごし
ましょう。そこも危険である場合は、あらかじめ、すぐ近くの避難
できるところを見つけておきましょう。

Ｑ 避難するときに何を持参したらよいですか。
Ａ まずリュックなど、１人１つの入れ物を準備しましょう。左表を
参考に、避難先でしばらく過ごすために必要なものを普段から入れ
ておきましょう。

Ｑ 指定避難所で車中泊をするときの留意点はありますか。
Ａ 車に浸水等しないよう周囲の状況を十分確認しましょう。また、
必ず受付に駐車位置や人数等を知らせておきましょう。

《宮津市からの避難情報について》
Ｑ 風水害における避難情報とはどのような内容ですか。
Ａ 台風の接近や土砂災害の危険度等に応じ段階的に、市全域または
地区単位で、危険な場所にいる方に、避難等安全確保に努めるよう
呼びかけられるものです。

Ｑ どのような人が避難情報に気を付ければいいのですか。
Ａ 危険な場所にいて、高齢者等の避難に時間がかかる方は、「避難
準備・高齢者等避難開始情報」「指定避難所開設のお知らせ」があ
れば避難を開始しましょう。
Ｑ 避難情報が出てから避難したらよいのですか。
Ａ 突発的な豪雨では避難情報や避難所開設が間に合わない場合があ
りますので、早めに親戚・知人宅へ避難することなども、日ごろか
ら考えて避難先と相談しておきましょう。

Ｑ 避難情報はどうやって把握するのですか。
Ａ 屋外無線放送、登録制のメール・電話・ＦＡＸなどがあります。
普段から情報入手の方法を確認しておきましょう。

◇河川の水位と映像、流域付近の雨量を確認するには
・京都府河川防災情報 ・川の水位情報

◇土砂災害の危険度を確認するには
・京都府土砂災害警戒情報

◇気象情報、防災情報を確認するには
・気象庁ホームページ ・NHKデータ放送（ｄボタン）

京都府河川防災情報
大手川・由良川・野田川・真名井川
神子川・大雲川・宮川（須津）・犀川

京都府土砂災害警戒情報
降雨分布や

土砂災害警戒区域も確認できます


